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開会挨拶 



























第 3 回地域学研究会大会の趣旨 
    
 藤井 正    
（地域学研究会副会長） 






































成 25 年度から 3年間，まさに上記の趣旨に基づく新展開をはかることになった。その概要は以下の
通りである。 

























[後援] 鳥取県 新日本海新聞社 
 
[プログラム] 
■開会挨拶  安藤 由和（地域学研究会会長/鳥取大学地域学部長） 
■趣旨説明  藤井 正 （地域学研究会副会長/鳥取大学地域学部副学部長） 




   「鳥取から未来づくり ～人と地域を基軸として～」 
■鳥取大学の地域貢献 
林 喜久治（鳥取大学理事〈経営担当，地域連携担当〉/副学長） 
■特別経費事業：地域再生プロジェクト及び地域連携研究員について     藤井 正 
 ◎地域学部地域連携研究員 
〈第 2分科会報告〉 赤井 あずみ（キュレーター） 
〈第 3分科会報告〉 皆田 潔（ＮＰＯ法人 ＩＮＥ ＯＡＳＡ事務局長） 




































               松岡 隆広（鳥取県文化観光局文化政策課課長） 





















【第３部】総括セッション      ［コーディテータ］藤井  正 
■閉会挨拶  山根俊喜（地域学部副学部長） 
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【第３部】総括セッション      ［コーディテータ］藤井  正 
■閉会挨拶  山根俊喜（地域学部副学部長） 
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ポスター発表プログラム 
コアタイム：12：00-13：00，15:00-15:30 
発表番号 発 表 者        題    目
1 地域学部 地域学部のポスター
2 石谷孝二 鳥取大学地域学部附属 芸術文化センターの活動１
3 石谷孝二 鳥取大学地域学部附属 芸術文化センターの活動２
4 矢部敏昭 「地域の力」となり得る人づくり推進事業
5 門田眞知子 卯の年に因幡のシロウサギ神話（ポスター賞状つき）










13 鶴崎展巨・岩本真菜・尹 振国 
鳥取市湖山池の髙塩分化にともなう生物相の変化と事業の問題点





























































































































































































































 まず日本社会の多文化化の背景として，外国人登録者数の増加が挙げられる。たとえば 1975 年の
外国人登録者数は約 75 万人で，そのうち約 65 万人は在日韓国・朝鮮人であった。それが 2010 年に
は外国人登録者数は約 213.4 万人で，日本の総人口の 1.67％を占める。外国人の出身地の内訳は，
中国が 69 万人，韓国・朝鮮が 57 万人，ブラジルが 23 万人，フィリピンが 21 万人，ペルーが 5 万
人，米国が 5 万人と多国籍化が進んでいることがわかる。 
 それに伴って学校の多文化化も進んでいる。2010 年 9 月 1日現在，公立学校に在籍している外国





だった。浜松 NPO ネットワークの 2005 年の調査によると，ニューカマーの子どもたちの高校進学率
は推計 50％未満といわれている。このような状況にもかかわらず／だからこそ，ニューカマー青少
年の移行過程に目が向けられない現状がある。 





















































































































 これらの 3 つの報告は，それぞれの課題内にとどまることなく，同時代を生きる私たちの人との
つながり方や生き方を問いかけるものだったと思う。
地　域　学　論　集　　第　10　巻　　第　１　号（2013）18
地域学論集 10 巻第 1 号(2013) 








































地　域　学　論　集　　第　10　巻　　第　１　号（2013）20 地域学論集 10 巻第 1 号(2013) 
を構成して研修プログラムを用意し，また道具・図書の貸し出しを行った。2008~2010 年の 3 カ年
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第 2報告：皆田 潔（地域連携研究員）・家中 茂(地域政策学科)「ＮＰＯ主導によるバイオ燃料の
活用を核とした地域づくり」 
 広島県北広島町では 2001 年より，NPO 法人アイエヌイーおおあさに（以下 INE）より，地域から
廃棄される廃食油を回収しそれを原料としたバイオディーゼル燃料の生産に取り組んでいる。この
活動は「菜の花プロジェクト」と呼ばれる全国的な市民運動で有名になった活動で，ナタネを農地





があり，設立時には人口 3千人余りの町（当時大朝町）でありながら 227 名から 2,232 千円を受取
り地域の期待を受けて発足した。 




















第 3報告：馬場 芳（地域政策学科）「定期貨客船を活用した観光振興に関する考察─DBS 社の境港
-東海ラインを中心に」 






これは，境港-東海間所要時間 14 時間，東海-ウラジオストク間所要時間 19 時間，境港を出港し




当初 DBS 社のクルーズフェリー事業は 9 億円で設立されたが，さらに 50 億円が増資された。東海
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港開港 30 周年に合わせて，1万 4,000t 級のイースタン・ドリーム号が 6月 29 日に始動し，当初週
2回の運航であった。52 の客室に 458 名を収容し，レストランと兔税店ほか多様な施設を取り揃え，
20 フィートのコンテナ 130 個，自動車 60 台という積載量で，団体旅行や会議等にも使用可能であ
る。DBS クルーズ社の収益及び波及効果に関しては，まずは物流面で膨脹する中古車市場をターゲ
ットとし，国内産と日本産中古自動車を運送する。そして長期的には東南アジアや中国まで連結さ
せていく。DBS クルーズフェリーも定期就航以後 5 年間の建設投資及び，関連業種などで 4,695 名



















報告 事業の担い手 事業の効果 今後の課題 
第１報告 知／大学 海外への適用 
小水力 
採算性・適用性 
第２報告 人／NPO 地域の人のつながり リーダーの存在 
（他地域への）拡がり 
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※ 第３回地域学研究会大会参加者総数：220 名（学外 35 名，教職員 41 名，学生 144 名） 
 
 
 
 
